
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口 面積 離島 半島 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

佐世保市循環型社会形成推進地域計画(第3期)

地域の要件がその他の場合
は具体的に記載 ー

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月

日）

計画期間※

ー

5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和7年11月19日

離島地域：宇久島、寺島、黒島、高島
半島地域：浅子町、旧吉井町、旧世知原町、旧小佐々町、旧江迎町、旧鹿町町区域
一部過疎：旧吉井町、旧世知原町、旧宇久町、旧小佐々町、旧江迎町、旧鹿町町区域

佐世保市

426.01(R7.1.1現在)

231,017(R7.3.31現在)

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

ー

ー

令和8年4月1日

令和13年3月31日
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その
詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その
詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定
の場合 　現在、ペットボトルを除くプラスチック類は可燃ごみとして処理し

ているが、今後、プラスチック製容器包装廃棄物及びプラスチック使
用製品廃棄物についてもリサイクル処理について検討を行っている。

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済
の場合

ー

　本市は、第５次長崎県廃棄物処理計画（計画期間令和３年度～令和７年度）の中では佐世保・県北ブ
ロックの一部として位置付けされている。佐世保・県北ブロックは、佐世保市、平戸市、松浦市、佐々
町、東彼杵郡 3 町（東彼杵町、川棚町、波佐見町）の３市４町で構成される。当該ブロックにおいて
は、長崎県ごみ処理広域化計画（計画期間平成１１年度～平成３０年度）の中で当初８箇所あった焼却
施設を５施設に統廃合することを目標としており、本市においても西部クリーンセンター建て替えに合
わせて宇久清掃センターを廃止することで、３施設を２施設に削減し、目標達成に寄与した。

　また、現在『西九州させぼ広域都市圏』という取り組みの中で、佐世保・県北ブロックの枠を超えた
広域化・集約化について研究を行っており、更なる施設の統廃合を検討していく。

第５次長崎県廃棄物処理計画

ー

佐世保市

令和13年度

⑤その他（詳細は下記）
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた
検討状況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）

ー

ー

佐世保市（佐世保市災害廃棄物処理計画）

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済

ー

ー

ー

有料化導入状況
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和6年度 令和13年度 現状比

231,017 216,241 -6.4%

37,158 32,690 -12.0%

39,055 37,859 -3.1%

351 337 -4.0%

　その他排出量（トン） 2,651 2,738 3.3%

　⑤総排出量（トン） 78,864 73,287 -7.1%

935 926 -1.0%

　再生利用量 12,072 13,890 15.1%

15% 19%

　最終処分量 4,156 3,715 -10.6%

5% 5%

　エネルギー回収量　年間の発電電力量（MWH） 26,272 0

　年間の熱利用量（GJ） 1,788 0

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋その他排出量の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり
目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）

-4-



予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

　佐世保市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画は、令和４年４月に策定しており、令和２年度までが実績値
で、令和３年度以降は見込値としていた。
　本循環型社会形成推進地域計画では、令和５年度までを実績値とし、令和６年度以降の見込値は令和６年
度に改定を行った佐世保市一般廃棄物（生活排水）処理基本計画の人口の推計値を基準にし、実績値の変動
分を反映させている。
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和6年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

78,864 t
リサイクル率

15.3%

処理残さ量

12,779 t
排出量 計画処理 16.8%

76,213 t
100.0% 減量化量

62,636 t
自家処理量 82.2% 最終処分量

4,156 t
5.5%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和13年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

73,287 t
リサイクル率

19.0%

処理残さ量

12,482 t
排出量 計画処理 17.7%

70,549 t
100.0% 減量化量

55,682 t
自家処理量 78.9% 最終処分量

0 t 3,715 t
5.3%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

13,890 t

120 t

0.3%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

8,952 t2,200 t

678 t

2,651 t 12,072 t

76,213 t
75,415 t 4,036 t

2,738 t

0 t

直接資源化量

70,549 t
3,530 t

12.7%

5.0%

3.1%

96.6%
68,164 t

185 t

0.2%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

8,743 t
11.5%

99.0%

0.9%

5.3%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

37,158 32,690 -12.0%

39,055 37,859 -3.1%

2,651 2,738 3.3%

78,864 73,287 -7.1%

12,072 13,890 15.1%

15% 19%

4,156 3,715 -10.6%

5% 5%

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

0

0

0

0 0 0

0

0 0

0

0 0

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

0

0

0

0 0 0

0

0 0

0

0 0

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　佐世保市

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　現状、事業系一般廃棄物に関しては排出者による自己搬入または、排出者の委託を受けた収集運搬許可業者に
よる搬入のみ受け入れている。ただし、離島地域である黒島・高島地区・宇久地区では臨時的大量な場合を除
き、家庭ごみと同じ指定ごみ袋によるステーション方式としている。
　また、クリーンセンターでは、定期的に持ち込まれたごみの展開検査を行い、分別が不十分であったり、産業
廃棄物などの持ち込めないごみがあった場合は、受入れ拒否や、排出した事業所や運搬を行った許可業者への個
別訪問指導を行う。展開検査は、時期や体制など効果的な実施に努め、違反者に対しては厳しく対処する。
　今後も事業系一般廃棄物については、削減の可能性について検討していく。

　上記（１）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、表４の
とおり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については表２の通りである。
　佐世保市の離島である宇久町におけるごみの分別方法については、地域住民の理解を得ながら令和2
年4月から佐世保市本土の分別方式を導入した。島内で収集したごみについては宇久ストックヤードで
積み替え保管した後、海上運搬し本土で適正処理している。
　本市の焼却施設は、西部クリーンセンター及び東部クリーンセンターの2カ所であり、西部クリーン
センターは令和2年度に新施設が供用開始し、ごみ焼却により発生する熱エネルギーをごみ発電により
有効活用している。また、東部クリーンセンターは平成30年度に基幹改良工事を終え、安定したごみ処
理を継続するとともに、ごみ焼却により発生する熱エネルギーをごみ発電及び隣接する余熱利用施設に
おいて有効活用している。
　不燃ごみ，粗大ごみ及び資源物については、西部クリーンセンター建て替えに伴い新破砕施設・新資
源化施設に更新し、安定した処理を継続している。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　本市の一般廃棄物処理施設では原則として産業廃棄物の処理は受け入れないこととしており、受入実
績も皆無。今後もこの方針を継続していく。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表２　佐世保市の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

可燃ごみ
焼却
（熱回収）

西部CC
東部CC

可燃ごみ
焼却
（熱回収）

主灰：ｾﾒﾝﾄ
原料化
飛灰：埋立

西部CC
東部CC

主灰：再生業
者
飛灰：一般廃
棄物最終処分
場

不燃ごみ 埋立
一般廃棄物
最終処分場

不燃ごみ 埋立
一般廃棄物
最終処分場

粗大ごみ 破砕・選別
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

粗大ごみ 破砕・選別
可燃物:焼却
不燃物:埋立

西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

可燃:西部CC
不燃:一般廃棄
物最終処分場

かん類 選別・圧縮
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

プラスチッ
ク資源

選別 再商品化 選別業者 再生業者

ペットボト
ル

圧縮梱包
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

かん類 選別・圧縮 リサイクル
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

再生業者

びん類 一時保管
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

ペットボト
ル

圧縮梱包 リサイクル
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

指定法人

古紙類(段
ボール､新聞
等)

一時保管
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

びん類 一時保管 リサイクル
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

指定法人

古布類 一時保管
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

古紙類(段
ボール､新聞
等)

一時保管 リサイクル
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

再生業者

廃蛍光管・
水銀体温計

一時保管
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

古布類 一時保管 リサイクル
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

再生業者

廃乾電池 一時保管
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

廃蛍光管・
水銀体温計

一時保管 リサイクル
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

再生業者

小型家電 一時保管
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

廃乾電池 一時保管 リサイクル
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

再生業者

小型家電 一時保管 リサイクル
西部CCマテリ
アルリサイク
ル推進施設

再生業者

現　　　状（R6年度） 今　　　後（R13年度）

分別区分 処理方法
処理施設等
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表３－Ｆ　適正な最終処分のための整備事業

事業番号 1

施設名称
次期一般廃棄物最終
処分場（仮称）

事業主体 佐世保市

工種 新設工事

事業目的
（新設等の理由）

現一般廃棄物最終処
分場の残余容量が逼
迫しているため。

埋立て場所 山面

型式及び処理方式
セル＆サンドイッチ

方式

処分場総面積 4.0ha

処分場埋立面積 1.0ha

処分場埋立容積 170,000㎥

事業期間 R12～R15

竣工（事業完了）予定年月 R16.3

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」
佐世保市下本山町

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0m

浸水対策 -

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 ○

埋立期間 15年間

埋立開始（予定）年月 R16.4

埋立終了（予定）年月 R31.3

跡地利用計画 未定

備考
施工監理含む

防衛8条補助活用検討中
処分場面積については概算
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表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ① ② ③ ④ ⑤

関連する本体事業の番
号

1 1 1 1 1

事業名
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業

事業主体 佐世保市 佐世保市 佐世保市 佐世保市 佐世保市

事業目的
次期最終処分場整備

のため
次期最終処分場整備

のため
次期最終処分場整備

のため
次期最終処分場整備
のため

次期最終処分場整備
のため

事業概要
基本計画及びPFI導
入可能性調査

環境影響評価
（環境アセスメン

ト）
基本設計 実施設計

浸出水処理施設発注
仕様書作成

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○ ○ ○ ○

プラ要件の経過措置 － － － － －

プラ施設整備事業 － － － － －

備考 測量及び地質調査含む
測量及び地質調査含む
防衛8条補助活用検討中

性能発注のため
防衛8条補助活用検討中
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表５　現有施設一覧

施設種別 ごみ焼却施設 ごみ焼却施設 資源化施設 積替保管施設 最終処分場 最終処分場 し尿処理施設 し尿処理施設

施設名
東部

クリーンセンター
西部

クリーンセンター
マテリアルリサイ
クル推進施設

宇久
ストックヤード

佐世保市
一般廃棄物
最終処分場

宇久
一般廃棄物
最終処分場

クリーンピュア
とどろき

宇久
衛生センター

施設所有主体 佐世保市 佐世保市 佐世保市 佐世保市 佐世保市 佐世保市 佐世保市 佐世保市

型式及び処理方式 ストーカ式 ストーカ式 破砕・選別等 積替保管 埋立処分 埋立処分
高負荷脱窒素処理
＋下水道放流

膜分離高負荷脱窒
素処理＋高度処理

処理能力（単位）
200（t/日）

(100t/24時間×2炉)
110（t/日）

(55t/24時間×2炉)

破砕：14(t/5時間)
缶類選別圧縮：
1(t/5時間)
ペットボトル
圧縮梱包：
2(t/5時間)

敷地面積：
3,100(㎡)

埋立容量：
275,000(㎥)

浸出水処理施設：
200(㎥/日)

埋立容量：
9,000(㎥)

浸出水処理施設：
20(㎥/日)

260(kℓ/日) 8(kℓ/日)

エネルギー回収の有無 有 有 無 無 無 無 無 無

竣工年月 H13.1 R2.3 R2.3 R2.8 H14.8 H14.3 H18.3 H11.12

廃止又は休止（予定）年月 未定 未定 未定 未定 R16.3 未定 未定 未定

施設所在地
佐世保市大塔町

1036-1
佐世保市下本山町2-1

佐世保市下本山町2-1
（西部ＣＣ内）

佐世保市宇久町
5272-4外

佐世保市下本山町
2-7外

佐世保市宇久町
5262外

佐世保市天神町
1631番地11

佐世保市宇久町大
久保923番地

想定される浸水深 － － － － － － － －

浸水対策

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和6年度 目標　: 令和13年度

人口 構成比 人口 構成比

131,814 57.1% 136,870 63.3%

87 0.0% 0 0.0%

44,895 19.4% 42,209 19.5%

176,796 76.5% 179,079 82.8%

9,697 4.2% 6,560 3.0%

44,524 19.3% 30,602 14.2%

54,221 23.5% 37,162 17.2%

231,017 100.0% 216,241 100.0%

68,611 45,036

40,716 37,570

109,327 82,606

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

　令和13年度目標値は、「佐世保市生活排水処理基本計画」（令和7年度～令和16年度）の数値であるが、宇久地
区の漁業集落排水施設が当計画期間中に廃止され、合併処理浄化槽への転換が見込まれるため、目標年度である令
和13年度の「農業集落排水施設等」と「合併処理浄化槽等」の処理形態別人口を調整。

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものと
する。

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

合計（キロリットル）
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（２）各構成市町村の生活排水処理に関する現状と目標

人口 構成比 人口 構成比

131,814 57.1% 136,870 63.3%

87 0.0% 0 0.0%

44,895 19.4% 42,209 19.5%

176,796 76.5% 179,079 82.8%

9,697 4.2% 6,560 3.0%

44,524 19.3% 30,602 14.2%

54,221 23.5% 37,162 17.2%

231,017 100.0% 216,241 100.0%

68,611 45,036

40,716 37,570

109,327 82,606

人口 構成比 人口 構成比

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0 0 0.0%

0 6,100 100.0%

0 0.0%

0 0 6,100 100.0%

0 0 6,100 100.0%

0 0

令和6年度

令和13年度

目標

実績

実績

目標

令和6年度

令和13年度

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

　佐世保市

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計（キロリットル）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計（キロリットル）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）
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（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

（現状）
　公共下水道ならびに浄化槽設置促進地域における合併処理浄化槽の整備については目標に届いておら
ず、生活排水処理率が低い。

（今後）
　浄化槽設置促進地域の汲取り便槽・単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換の促進を促すため、
令和７年度から補助金制度を大幅に変更しているが、補助金申請件数の伸びに直結していない。このた
め、特に公共下水道全体計画区域外を中心に市民に向けた効率的な周知を行い、浄化槽の整備促進を図
る。

合併処理浄化槽の整備については、表７のとおり行う。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 1

事業主体 佐世保市

事業名称 浄化槽設置整備事業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和４年度）
163基

処理人口（人） 640人

整備計画

整備計画基数（基） 1,275基

整備計画人口（人） 4,485人

事業期間 R8-R12

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

佐世保市国土強靭化
地域計画

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　事業所に対しては、収集運搬許可業者を含め、産業廃棄物と一般廃棄物の区分や適正な処理方法につ
いての周知徹底と指導を図る。
　また、クリーンセンターでは、定期的に持ち込まれたごみの展開検査を行い、分別が不十分であった
り、産業廃棄物などの持ち込めないごみがあった場合は、受入れ拒否や、排出した事業所や運搬を行っ
た許可業者への個別訪問指導を行う。

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

　分別について分かりやすく記載した「ごみ収集カレンダー・分別表」の配布やホームページ等イン
ターネットを使った情報提供を充実させ、また、各地域で分別説明会を開催するなど分別排出の啓発に
努める。
　また、資源物回収の大切なシステムである資源集団回収については、近年担い手や回収量が減少して
おり、自治会や町内会、子供会等に対する報奨金を交付する制度の周知と利用の促進に努める。それと
同時に回収業者に対する補助金等の維持についても検討しながら、資源集団回収の安定的な持続を図り
たいと考える。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　現在は実施していないペットボトルを除くプラスチック製容器包装廃棄物及びプラスチック使用製品
廃棄物等のプラスチック廃棄物の分別収集及び再商品化について、実施に向けた研究・検討を行ってい
る。

　平成17年1月より2段階ごみ有料化制度
※1
（指定袋とシール方式）を実施し、その後平成21年1月に一

部制度の改正（指定袋と購入補助券方式）を行った。また、粗大ごみについては平成15年1月から戸別
有料収集制度（粗大ごみ処理券方式）を導入している。
　現制度開始から10年以上経過していることから、今後も利用しやすい制度とするため、より良い運営
方法の検討を進める。

※1　2段階有料化制度…ごみの排出量が一定量（1人年間900ℓ）となるまでは手数料が無料であり、
　　　　　　　　　　　一定量を超えるとごみの排出量に応じて手数料を負担する方式

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　小型家電やモバイルバッテリー等に使用されているリチウムイオン電池については、破損・変形によ
る発熱・発火の危険性が高いため市の処理施設では受け入れておらず、回収協力店（家電販売店等）へ
の持ち込みを市民にお願いしているが、流通量の増加に伴い、市施設に入り込む量が増えている。
　本市においても西部クリーンセンターにおいて、ごみピット内でリチウムイオン電池が原因と思われ
る火災が発生していることから、改めて市民への適切な分別・排出の周知に努める。
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　令和2年3月に策定した「佐世保市災害廃棄物処理計画」に基づき、災害発生時の災害廃棄物の処理を
適正かつ迅速に行えるよう、平時から対策を講じておく必要がある。
　災害廃棄物処理の流れを以下の通り定めている。
　・本市は、発生した災害廃棄物を一次仮置場に搬入させ、粗選別を行った後、二次仮置場で破
　　砕・選別等の処理を行い、出来る限りリサイクルに努める。その後、焼却処理など減量化を図
　　り、埋立処分を行う。
　・避難所等から排出されるごみやし尿については、本市の既存施設での処理を前提とするが、こ
　　れらの処理施設が被災した場合等処理が困難な場合は、長崎県及び大規模災害廃棄物対策九州
　　ブロック協議会に調整を依頼し、広域的な処理を行う。
　・処理にあたっては、本市や民間の既存施設を最大限活用し、災害廃棄物発生量が膨大な場合に
　　は、仮設焼却炉の設置や長崎県等との調整を行い、早期の処理完了を目指す。

　　キ　生活排水対策

　浄化槽設置促進区域※１と下水道全体計画区域※2で佐世保市独自で補助率に差をつけている。佐世
保市としては重点的に浄化槽設置促進区域の単独処理浄化槽や汲み取り便槽から合併処理浄化槽への転
換を促進したいため、
浄化槽設置促進区域における合併処理浄化槽への改築について補助率を上げている。

※1　浄化槽設置促進区域：下水道全体計画区域以外の区域
※2　下水道全体計画区域：下水道が整備される予定の区域

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて長崎県及び国と意見交換をし
つつ、計画の進捗状況を勘案し計画の見直しを行う。

　計画期間の終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行い、結果を公表する。
　なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。
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総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

7,519,125 1,000,000 5,182,000 585,000 0 0 0 0 585,000

1 佐世保市 170,000 ㎥ R12 R15 R12 R12 7,379,125 975,000 5,042,000 560,000 560,000 全体事業期間：R12～R15

1 佐世保市 170,000 ㎥ R12 R15 R12 R12 140,000 25,000 140,000 25,000 25,000 全体事業期間：R12～R15

519,960 519,960 519,676 519,676 54,676 165,000 120,000 160,000 20,000

① 佐世保市 R8 R8 R8 R8 54,960 54,960 54,676 54,676 54,676

② 佐世保市 R9 R11 R9 R11 300,000 300,000 300,000 300,000 100,000 100,000 100,000

③ 佐世保市 R9 R9 R9 R9 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000

④ 佐世保市 R10 R11 R10 R11 80,000 80,000 80,000 80,000 20,000 60,000

⑤ 佐世保市 R12 R12 R12 R12 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

事業番号１に係る環境影響評価業務

事業番号１に係る基本設計業務

次期一般廃棄物最終処分場（仮称）

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付
期間

交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

適正な最終処分のための整備事業

計画支援事業等

事業番号１に係る基本計画策定業務

事業番号１に係る実施設計業務

事業番号１に係る発注支援業務

最終処分場建設に係る施工監理業務
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総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付
期間

交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

1,309,428 1,159,378 235,506 230,968 230,968 230,968 230,968

1 佐世保市 R8 R12 R8 R12 1,309,428 1,159,378 235,506 230,968 230,968 230,968 230,968

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

1,275 基 844,070 694,020 138,804 138,804 138,804 138,804 138,804 本土＋離島

既設の浄化槽改築事業 1,330 基 457,520 457,520 91,504 91,504 91,504 91,504 91,504

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 7,838 7,838 5,198 660 660 660 660

0 0 0 0 0 0 0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 0 0 0 0 0 0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0
8,039,085 2,829,388 5,701,676 2,264,054 290,182 395,968 350,968 390,968 835,968

浄化槽設置整備事業

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業

合     　　計

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業

内
訳

内
訳

浄化槽事業等のための整備事業
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目標

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

①総人口（人） 240,871 237,686 234,504 231,017 230,672 228,200 225,756 223,338 220,946 218,581 216,241

②事業系ごみ排出量
（トン）

39,319 39,293 38,629 37,158 35,699 35,165 34,732 34,117 33,605 33,099 32,690

③生活系ごみ排出量
（トン）

43,349 42,418 40,587 39,055 41,345 40,726 40,225 39,513 38,919 38,334 37,859

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

364 367 358 351 372 371 370 368 367 366 337

その他排出量
（トン）

3,506 3,306 2,969 2,651 2,913 2,881 2,858 2,820 2,790 2,760 2,738

⑤総排出量
（トン）

86,174 85,017 82,185 78,864 79,957 78,772 77,815 76,450 75,314 74,193 73,287

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

980 980 958 935 950 946 942 938 934 930 926

⑦総資源化量
（トン）

14,885 13,857 12,830 12,072 12,903 12,700 12,531 12,304 12,107 11,914 13,890

⑧埋立最終処分量
（トン）

3,990 4,840 4,317 4,156 4,058 3,997 3,947 3,878 3,819 3,762 3,715

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

11,379 10,551 9,861 9,421 9,990 9,819 9,673 9,484 9,317 9,154 11,152

年間日数
（日）

365 365 366 365 365 365 366 365 365 365 366

一般廃棄物の処理の実績と予測

指標・単位

過去の状況・現状 予測
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3,506 3,306 2,969 2,651 2,913 2,881 2,858 2,820 2,790 2,760 2,738 

43,349 42,418 40,587 39,055 41,345 40,726 40,225 39,513 38,919 38,334 37,859 

39,319 39,293 38,629 37,158 35,699 35,165 34,732 34,117 33,605 33,099 32,690 

86,174 85,017 82,185 78,864 79,957 78,772 77,815 76,450 75,314 74,193 73,287 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

14,885 
13,857 

12,830 
12,072 

12,903 12,700 12,531 12,304 12,107 11,914 

13,890 

3,990 
4,840 4,317 4,156 4,058 3,997 3,947 3,878 3,819 3,762 3,715 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）
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240,871 
237,686 

234,504 
231,017 230,672 

228,200 
225,756 

223,338 
220,946 

218,581 
216,241 

200,000

205,000

210,000

215,000

220,000

225,000

230,000

235,000

240,000

245,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

364 367 358 351 372 371 370 368 367 366 337 

980 980 958 935 950 946 942 938 934 930 926 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの
ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの
排出量

（ｇ/人日）
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目標

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

総人口（人） 240,871 237,686 234,504 231,017 230,672 228,200 225,756 223,338 220,946 218,581 216,241

134,339 133,604 133,017 131,814 132,702 133,750 133,478 135,616 136,047 136,465 136,870

55.8% 56.2% 56.7% 57.1% 57.5% 58.6% 59.1% 60.7% 61.6% 62.4% 63.3%

94 88 88 87 81 54 18 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

46,195 45,307 45,167 44,895 45,098 44,474 44,559 43,308 42,947 42,582 42,209

19.2% 19.1% 19.3% 19.4% 19.6% 19.5% 19.7% 19.4% 19.4% 19.5% 19.5%

未処理人口（人） 60,243 58,687 56,232 54,221 52,791 49,922 47,701 44,414 41,952 39,534 37,162

集落排水施設等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

合併処理浄化槽等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

汚水衛生未処理人口

公共下水道（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

生活排水の処理の実績と予測

　指標・単位

過去の状況・現状 予測

60,243 58,687 56,232 54,221 52,791 49,922 47,701 44,414 41,952 39,534 37,162

46,195 45,307 45,167 44,895 45,098 44,474 44,559 43,308 42,947 42,582 42,209

94 88 88 87 81 54 18 0 0 0 0

134,339 133,604 133,017 131,814 132,702 133,750 133,478 135,616 136,047 136,465 136,870

240,871 237,686 234,504 231,017 230,672 228,200 225,756 223,338 220,946 218,581 216,241

0
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250,000
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 生活排水処理人口の推移

公共下水道（人）

集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

未処理人口（人）
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添付資料1　対象地域図等

佐世保市(本土地域)

佐世保市(宇久地域)

平戸市

松浦市

佐々町

小値賀町

玄海町

伊万里市

有田町

川棚町

波佐見町

東彼杵町

新上五島

佐世保市

宇久島

宇久ストックヤード

（積替保管施設、最終処分場）

宇久衛生センター

(し尿処理施設) 西部クリーンセンター

（焼却施設、リサイクル施設、

最終処分場）

東部クリーンセンター

（焼却施設、余熱利用施設）

クリーンピュアとどろき

（し尿処理施設）

対象地域位置図

一般廃棄物処理施設位置図
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添付資料2　現有施設及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する領域のハザードマップ

◆西部クリーンセンター（焼却施設、リサイクル施設、最終処分場）　【施設所在地：　　　】

国土交通省　重ねるハザードマップより
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添付資料2　現有施設及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する領域のハザードマップ

◆東部クリーンセンター（焼却施設）　【施設所在地：　　　】

国土交通省　重ねるハザードマップより
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添付資料2　現有施設及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する領域のハザードマップ

◆クリーンピュアとどろき（し尿処理施設）　【施設所在地：　　　】

国土交通省　重ねるハザードマップより
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添付資料2　現有施設及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する領域のハザードマップ

◆宇久ストックヤード（積替保管施設）及び宇久最終処分場（最終処分場）　【施設所在地：　　　】

国土交通省　重ねるハザードマップより

ストックヤード

最終処分場
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添付資料2　現有施設及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する領域のハザードマップ

◆宇久衛生センター（し尿処理施設）　【施設所在地：　　　】

国土交通省　重ねるハザードマップより
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添付資料3　計画地域内の施設の状況を表した地図

新規・継続

【佐世保市】事業対象地域を明らかにする図面

※漁業集落排水施設については、計画期間中に廃止予定。

公共下水道区域（中部処理区）

上記以外

公共下水道区域（西部処理区）

公共下水道区域（針尾処理区）

公共下水道区域（江迎処理区）

漁業集落排水区域

浄化槽（個人設置型）整備区域

（佐々町）

行政界

宇久島

黒島

ハウステンボス

市役所

公共下水道区域

漁業集落排水区域※

高島
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